[bookmark: _GoBack]第1号様式の2（第2条関係）
	
	番号
	審査印

	
	
	



	計画作成者
	住所
	
	作　成　年　月

	
	氏名
	㊞　
	年　月　日


　１　農業労働力
	（個人）農業従事者氏名
	現　　　　　　　　　　　　　在

	（法人）常時従事者氏名
	年　　　　　　　齢
	経　　験　　年　　数

	
	歳
	年

	
	歳
	年


　２　経営農用地等頭数
（単位：アール）　
	区　　　　　　　分
	現　　　　　　在
（申 請 時）
	計　　　　　　画
 （育成牛５年目・
 　　　　成牛３年目）

	
	実面積
	うち借地
	実面積
	うち借地

	水田
	
	
	
	
	

	
	うち転作田飼料作物
	
	
	
	

	
	うち水田　　〃
	
	
	
	

	畑
	
	
	
	
	

	
	うち飼料作物
	
	
	
	

	牧草地
	
	
	
	

	野草地
	
	
	
	

	山地
	
	
	
	

	共有牧野・河川敷等
	
	
	
	

	稲わら等の交換面積
	
	
	
	

	その他
	
	
	
	

	計
	
	
	
	

	
	うち飼料供給地面積
	
	
	
	


　（注）共有牧野、河川敷等は共有戸数で除した１戸当たりの面積とする。
　３　施　　設


	区　　　　　分
	現　　　在　（申請時）
	計　　　　　　　　　画

	肉用牛
	繁殖牛舎
	棟　　　　ｍ3　　　　頭
	棟　　　　ｍ3　　　　頭

	
	育成牛舎
	〃　　　　〃　　　　〃
	〃　　　　〃　　　　〃

	
	肥育牛舎
	〃　　　　〃　　　　〃
	〃　　　　〃　　　　〃

	　サイロ（型式　　　）
	　　　　　基　　　　ｍ3
	　　　　　基　　　　ｍ3

	
	
	


　４　飼養計画
（単位：頭、アール）　
	区　　　　　　分
	（）
	計画（育成牛５年度末、成牛３年度末）

	
	
	導入後
	初年度末
	２年度末
	３年度末
	４年度末
	５年度末

	繁　殖雌　牛頭数
	12か月齢以上のもの①
	
	
	
	
	
	
	

	
	４～12か月齢のもの②
	
	
	
	
	
	
	

	
	　計　③＝①＋②
	
	
	
	
	
	
	

	本事業導　入頭数
	成　雌　牛　　④
	
	
	
	
	
	
	

	
	育　成　牛　　⑤
	
	
	
	
	
	
	

	
	　計　⑥＝④＋③
	
	
	
	
	
	
	

	飼 料 供 給 地 面 積　⑦
	
	
	
	
	
	
	

	　⑧
	
	
	
	
	
	
	


　（注）１　繁殖雌牛頭数の欄の４～12か月齢のものとは、４～12か月齢のもののうち本事業により貸付けを受けた頭数（事業実施年度導入分を含む。）と肉用牛子牛生産者補給金交付契約を締結しているものに限る頭数であること。
　　　　２　導入頭数の欄は本事業により導入する頭数とする。（なお、導入対象者の生産に係る家畜（自家生産牛）は対象とならないので注意すること。）
　　　　３　飼料供給地面積⑦は、２の経営農用地等面積の計のうち飼料供給地面積を記入すること。
　　　　４　繁殖雌牛１頭当たりの面積⑧は、飼料供給地面積⑦を繁殖雌牛頭数③で除した面積とする。
